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番号 論文タイトル 著者 発行年 尺度項目数 件法
１
こどものQOLと行動特性との

















日本語版の検討 桜井茂男 2000年 10項目 ４件法





真沙美、小林正幸 2005年 32項目 ４件法
５ 日本語版PANASの作成 佐藤徳、安田朝子 2001年 16項目 ６件法
６
小学校高学年生における自己















９ 児童用自尊感情尺度の検討 中山勘次郎、西山康春、柳澤登 2011年 24項目 ４件法








センター 2011年 22項目 ４件法
11



























陽子 2011年 23項目 ５件法





































































阿部美帆・今野裕之（2007）は、Rosenberg （1965） の self-esteem scale の日本語版自尊
感情尺度（山本・松井・山成、1982）をもとにしながら、教示文や項目文を一部改変し「状
態自尊感情尺度」を作成した上で、尺度の信頼性および妥当性の検討を行っている。状態自尊
感情とは、Leary et al. （1995） の研究などをもとに、「他者から受容（拒否）されている程度










































































































験者の子どもを対象として、日本語版 PedsQL（Pediatric Quality of Life Inventory 4.０ Ge-
neric Core Scales）尺度を使用して調査を実施している。回答は。「ぜんぜんない、ほとんど
ない、とぎどきある、よくある、ほとんどいつも」の５件法で求められた。















































































































は、自己と他者に対するスキーマを測定するために作成された日本版 Brief Core Schema 




















































調査項目は、cognitive、physical、social 、general self-worthの４因子構造となっており、 
児童生徒を対象としていることから平易な言葉で理解しやすい表現となっている。また、能力
観としてのバランスもとれており、教育活動への還元も検討しやすくなっている。
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